
（ご参考　：　資格の取得を検討される際の参考として下さい。）

【第⼀種冷媒フロン類取扱技術者 ・ 第⼆種冷媒フロン類取扱技術者 ・ RRC登録冷媒回収技術者】

≪START≫
私は、
冷凍空調設備業者で
ある。

業務用冷凍空調機器
から回収を行っている。
（充塡はしない）

特に資格取得の必要はあり
ません。（但し、フロン類の、
みだり放出は禁止）

日頃、業務用冷凍空調機
器の保守・メンテナンスを
行っている。（充塡含む）

RRC登録
冷媒回収技術者
（回収専⾨）

（既設、受講要件：特になし）
[認定団体：JRECO]

保守・メンテナンスの実
務経験（※1）が３年以上
ある。

冷凍空調およびその保
守・メンテナンスに関して
基礎的な知識がある。

冷凍空調やその実務の基
礎から学習して、第二種の
資格取得をお勧めします。

有資格者（※2）である。

保守・メンテナンスの実
務経験（※1）がある。
（RRC冷媒回収技術者等は１年以
上、無資格者は３年以上）

保守・メンテナンスの実務経
験を積んで、第二種の資格
取得をお勧めします。

第⼀種
冷媒フロン類取扱技術者
（充塡・回収・点検）

第⼆種
冷媒フロン類取扱技術者
（充塡・回収・点検）

（新設、受講要件：あり）
←「漏えい点検資格者」

[認定団体：日設連]

（新設、受講要件：あり）
[認定団体：JRECO]

資格取得チェック・フロー図

（※2）有資格者（このフロー図でいう「有資格者」とは、下記の資格を保有する第一種冷媒フロン類取扱技術者の受講要件に該当する者のこと。）
（1）高圧ガス製造保安責任者（冷凍機械）　一種・二種・三種
（2）冷凍空気調和機器施工技能士　一級・二級
（3）冷凍空調技士　一種・二種
（4）冷凍空調施設工事保安管理者　A区分・B区分・C区分
（5）その他上記資格者と同等以上の知見を有する者として実施細則で定められた者

（※1）実務経験
 「実務経験」とは、「冷凍空調設備業」を行っている企業でかつ「高圧ガス販売」事業所において、施工、保守・メンテナンス業務の経験のこと。

（※3）講習及び修了考査（試験）について
【冷媒フロン類取扱技術者（第一種・第二種）】　…　講習は1日間、最後に修了考査（試験）を実施します。修了考査（試験）はマークシート方式にて実施（鉛
筆またはシャープペンシル、消しゴムが必要です）、２５問で６０分、４者択１問題、テキスト参照不可です。

【RRC登録冷媒回収技術者】　…　講習は1日間、最後に修了考査（試験）を実施します。修了考査（試験）はマークシート方式にて実施（鉛筆またはシャープペ
ンシル、消しゴムが必要です）、２５問で６０分、４者択１問題、テキスト参照可です。

（※4）「冷媒フロン類取扱技術者」資格の「第一種」「第二種」の区分は本資格制度の区分であり、「改正フロン法」でいう特定製品の「第一種特定
製品（業務用冷凍空調機器）」「第二種特定製品（自動車用）」の区分とは関係ありません。

（平成26年5月現在）
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